
越
前
の
禅
宗
草
創
期
に
つ
い
て
(
追
補
)

池

正

田

男

は
じ
め
に

先
に
同
タ
イ
ト
ル
で
上
梓
し
た
が
、
脱
稿
し
た
後
、

曹
洞
宗
宏
智
派
安
居
弘
祥
寺
の
草
創
に
つ
い
て
重
要

な
史
料
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
同
寺

の
地
理
を
調
査
し
て
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
た
の
で
、

そ
れ
を
加
味
し
て
前
稿
を
追
補
し
た
い
と
思
う
。

1

安
居
の
朝
倉
氏
関
係
寺
院

ー・

1

弘
祥
寺
・
大
孝
寺
の
礎
と
な
る
常
在
院

『
朝
倉
氏
の
家
訓
』
と
『
越
前
朝
倉
氏
の
研
究
』

が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
、
前
者
は
「
朝
倉
家
伝
記
」
、

後
者
は
「
壬
生
本
朝
倉
家
譜
」
と
題
さ
れ
た
京
都
大

学
総
合
博
物
館
蔵
本
の
翻
刻
文
が
載
せ
ら
れ
た
。

そ
こ
に
は
朝
倉
氏
と
寺
院
の
関
わ
り
に
つ
い
て
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

-
弘
祥
寺
・
大
孝
寺
の
草
創
に
つ
い
て

「
空
海
八
十
五
歳
之
時
ニ
貞
和
二
年
・
・
常
在
院
エ
寄

21 

進
ア
ツ
テ
、
常
在
院
開
基
義
演
和
尚
ノ
弟
子
ト
成
、

名
ヲ
云
覚
性
、
初
ハ
常
在
院
エ
モ
ト
ツ
イ
テ
自
是
弘

祥
寺
ヲ
建
立
セ
ン
ト
願
ヲ
立
ツ
」

越
前
の
禅
宗
草
創
期
に
つ
い
て
(
追
補
)

こ
の
記
述
に
つ
い
て
「
春
沢
録
」
に
「
朝
倉
前
美

作
守
左
金
吾
空
海
覚
性
大
禅
定
門
二
百
年
忌
枯
香

・
・
天
文
二
十
年
辛
亥
、
二
月
二
十
九
日
・
・
開
弘
祥
基

則
建
寺
度
僧
非
無
功
徳
、
入
義
演
則
捨
財
施
仏
有
積

善
余
慶
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
「
朝
倉
家
伝
記
」
の

記
述
の
妥
当
性
が
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

な
お
当
「
伝
記
」
は
朝
倉
氏
第
四
代
孝
景
の
逝
去

で
筆
止
め
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
そ
の
逝
去

の
年
と
な
る
、
水
禄
十
二
年

(
5
S
)
を
基
準
に
「
何

年
也
」
と
の
記
述
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
「
伝

記
」
が
こ
の
期
の
成
立
と
み
ら
れ
る
。
よ
っ
て
朝
倉

氏
全
盛
期
成
立
の
伝
記
で
あ
り
、
そ
の
記
述
は
信
恵

性
が
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

当
稿
で
は
広
景
か
ら
家
景
ま
で
を
初
祖
広
景
、
六
祖
家
景
な
ど

と
記
し
、
英
林
孝
景
か
ら
義
景
ま
で
を
第
一
代
孝
景
、
第
五
代
義

旦
一
尽
な
ど
と
記
す
こ
と
と
す
る
。
ま
た
「
朝
倉
家
伝
記
」
と
「
壬
生

本
朝
倉
家
譜
」
に
つ
い
て
は
「
伝
記
」
と
記
す
こ
と
と
す
る
。

冒
頭
に
挙
げ
た
「
常
在
院
開
基
義
演
和
尚
」
の
記

述
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
義
演
和
尚
と
言
え

ば
永
平
寺
四
世
義
演
が
思
い
浮
か
ぶ
。
ま
ず
当
伝
記

の
記
述
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。

ま
ず
貞
和
二
年
(
ロ
怠
)
に
空
海
(
朝
倉
氏
の
初

祖
広
景
)
が
常
在
院
開
基
の
義
演
和
尚
に
帰
依
し
て

領
地
を
寄
進
し
、
当
地
に
弘
祥
寺
を
建
立
し
よ
う
と

し
た
と
記
す
こ
と
と
、
弘
祥
寺
創
建
を
康
永
元
年

(zb)
と
す
る
記
述
は
順
序
が
逆
で
あ
る
。
ま
た

貞
和
二
年
と
す
れ
ば
広
景
は
九
十
二
歳
に
も
な
っ
て

し
ま
う
。
こ
れ
は
広
景
の
年
齢
八
十
五
歳
の
記
述
が

正
確
だ
と
す
れ
ば
貞
和
二
年
は
暦
応
二
年
(
阿
部
。
)

の
記
述
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭

に
お
い
て
も
永
平
寺
第
四
世
義
演
和
尚
の
示
寂
を
正

和
三
年
十
月

(
E
Z
)
と
し
て
二
十
五
年
ほ
ど
の
聞

き
が
あ
る
。

ま
た
当
伝
記
の
続
き
に
「
公
私
ノ
樺
リ
ア
リ
ト
テ

弘
祥
寺
ヲ
亀
山
法
王
ノ
御
祈
願
所
定
ム
」
と
あ
る
記

述
に
つ
い
て
も
、
亀
山
法
皇
の
逝
去
は
嘉
元
二
年

(Hω

。h
F
)

で
あ
る
か
ら
、
貞
和
二
年
(
暦
応
二
年
の

誤
記
か
)

の
記
述
は
成
立
し
な
い
。

こ
こ
で
関
係
事
象
の
年
表
を
挙
げ
て
お
く
。

-
年
表

]
{
N
U品

建
長
六
年

初
祖
広
景
生
誕

別
源
円
旨
生
誕

]
-
N
m
v
h
F
 

永
仁
二
年

]{ω

。h
H

嘉
元
二
年

亀
山
法
王
逝
去

義
演
示
寂

]-ωHA肝

正
和
三
年

]

{

ω

]

{

仏

正
和
三
年

二
祖
高
景
生
誕
(
広
景
六
一
歳
)

同

ωω
品

建
武
元
年
頃

紫
岩
和
尚
生
誕
(
高
景
弟
の
子
)
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暦
応
二
年

康
永
元
年

文
和
元
年

]-ωω

。

広
景
常
在
院
へ
寄
進
(
八
五
歳
)

弘
祥
寺
開
創
(
別
源
四
十
九
歳
)

]
戸

ω品
N

広
景
逝
去
(
寿
九
十
八
歳
)

別
源
示
寂
(
寿
七
十
歳
)

]{ωωN 
貞
治
コ
一
年

応
安
五
年

天
文
二
十
年
広
景
二
百
回
忌

永
禄
十
二
年
第
四
世
孝
景
逝
去
、
伝
記
成
立

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
差
を
整
理
す
る
と

初
祖
広
景
|
別
源
円
旨
|
二
祖
高
景
|
紫
岩
和
尚

四

十

年

約

二

十

年

]{ω
小
A
F

]
戸

ω
U
1
品

高
景
逝
去
(
寿
五
十
九
歳
)

]
戸

ωω
一
{

]{印。。

十
年

こ
の
よ
う
に
初
祖
広
景
と
の
年
齢
差
か
ら
み
て
も

広
景
の
記
述
は
か
な
り
の
無
理
を
重
ね
た
き
ら
い
が

あ
る
。ま

た
前
述
の
貞
和
二
年
の
記
事
に
関
し
て
、
伝
記

の
作
者
は
広
景
の
年
齢
が
七
年
の
ズ
レ
が
生
ず
る
ミ

ス
を
犯
し
た
の
か
。
こ
れ
は
貞
和
二
年
の
証
文
を
挙

げ
な
が
ら
、
広
景
の
事
績
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る

あ
ま
り
、
広
景
の
年
齢
を
取
り
違
え
る
ミ
ス
を
起
こ

し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
と
よ
り
広
景
に
関
す

る
記
述
は

2
0
0年
以
上
も
前
の
伝
承
を
も
と
に
記

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
信
恵
性
に
は
疑
問
が
あ
る
。

1
・
2

弘
祥
寺
・
大
孝
寺
跡
及
び
山
林
寺
院
跡

弘
祥
寺
跡
・
大
孝
寺
跡
の
地
理
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

(
付
図
1
参
照
)

図
示
の
ご
と
く
西
側
の
谷
口
に
弘
祥
寺
跡
が
あ
り
、

隣
り
合
う
東
側
の
谷
口
に
大
孝
寺
跡
が
あ
る
。
両
寺

を
挟
む
峰
を
少
し
登
っ
た
地
点
に
は
安
居
城
跡
と
伝

え
ら
れ
る
開
削
平
地
が
あ
る
。
さ
ら
に
弘
祥
寺
跡
と

大
孝
寺
跡
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
参

道
が
山
上
に
向
け
て
伸
び
て
い
る
。
山
上
(
標
高

2
6
0
m
)
か
ら

8
0
m
ほ
ど
南
下
方
(
標
高

1
8
0

m)
に
は
開
削
平
地
が
あ
り
、
そ
の
西
方
は
東
西

5
0

m
、
南
北

l
o
o
m
、
東
方
は
東
西

2
0
0
m
、
南

北

3
0
m
ほ
ど
の
広
さ
で
あ
る
。
こ
こ
は
金
屋
町

7

字
長
者
屋
敷
と
な
る
。
筆
者
は
こ
こ
を
山
林
寺
院
跡

と
み
る
。

中
世
の
文
献
に
「
弘
祥
寺
十
境
」
と
し
て
冒
頭
に

「
頭
陀
峰
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
頭
陀
と
は
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
の
「
ド
ゥ

l
タ
」
を
音
写
し
た
言
葉
で
、

「
衣
食
住
に
対
す
る
欲
望
を
払
い
の
け
る
こ
と
。
転

じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
を
払
い
去
っ
て
仏
道
を
求
め

る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
た
め
の
修
行
。
僧
が
修
行
の

た
め
に
托
鉢
し
て
歩
く
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
僧
」
と

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
も
弘
祥
寺
の
裏
山
の
峰

上
に
は
古
く
か
ら
修
験
の
道
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ

れ
、
中
腹
に
あ
る
開
削
平
地
も
山
林
寺
院
跡
で
あ
っ

た
可
能
性
が
濃
厚
と
な
ろ
う
。
ま
た
当
地
の
地
名
「
安

居
」
も
仏
教
用
語
で
あ
り
、
弘
祥
寺
草
創
以
前
か
ら

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
同
様
の
こ
と
が

言
え
よ
、
っ
。

な
お
こ
の
山
上
峰
を
西
方
に

5
k
m
行
っ
た
地
点

に
は
泰
澄
開
基
の
高
雄
権
現
と
称
す
る
山
林
寺
院
跡

が
存
在
す
る
。

こ
の
山
塊
は
旧
丹
生
郡
と
坂
井
郡
の
郡
界
で
も
あ

っ
て
、
修
験
に
と
っ
て
好
適
な
山
塊
で
あ
っ
て
、
そ

の
麓
に
は
大
安
寺
(
旧
田
谷
寺
)
、
岸
水
寺
、

寺
、
浄
土
寺
な
ど
の
古
寺
跡
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら

も
山
上
峰
は
修
験
が
活
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知

一
王
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る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
南
北
朝
期
に
畑
時
能
が
龍

っ
た
鷹
巣
城
(
高
須
山
標
高
4
3
8
m
)
の
酉
麓
に

は
泰
澄
開
基
の
糸
崎
寺
が
あ
り
、
鷹
巣
城
の
支
城
と

し
て
糸
崎
城
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
鑑
み
て
も
修

験
の
存
在
が
窺
わ
れ
る
。

(
付
図
2
参
照
)

坂井・丹生郡境山塊図(付図2)
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越
前
の
禅
宗
草
創
期
に
つ
い
て
(
追
補
)

な
お
余
談
な
が
ら
『
山
々
の
ル

l
ツ
』
に
よ
れ
ば
「
大
乗
院
尋

尊
大
僧
正
記
」
に
「
尋
尊
は
国
見
岳
に
登
山
し
、
中
腹
に
あ
っ
た

白
蓮
寺
寂
静
院
で
休
息
し
た
」
と
記
す
と
い
う
。
当
山
塊
に
山
林

寺
院
が
所
在
し
た
と
す
れ
ば
、
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
そ
の
記
事

を
検
証
し
て
み
た
。
確
か
に
尋
尊
記
に
は
「
国
見
療
エ
登
了
、
於

白
老
寺
寂
静
院
茶
所
望
之
了
」
と
記
す
。
し
か
し
尋
尊
は
奈
良
興

福
寺
大
乗
院
に
常
住
し
て
お
り
、
越
前
に
下
向
し
た
こ
と
を
示
す

資
料
は
な
く
、
尋
尊
が
奈
良
を
一
望
で
き
る
国
見
山
(
標
高
6
8
0

m)
に
登
る
道
中
で
白
老
寺
寂
静
院
に
立
ち
寄
っ
た
と
記
し
て
い

る
に
す
ぎ
な
く
、
白
蓮
寺
が
奈
良
国
見
山
麓
に
所
在
す
る
訳
で
も

な
い
。
付
記
し
て
お
く
。

ま
た
金
屋
の
地
は
日
野
川
・
足
羽
川
の
合
流
地
で

深
く
淀
ん
だ
川
が
山
地
の
東
端
に
沿
っ
て
北
西
側
に

流
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
禅
師
峰
寺
あ
た
り
で
真
名
川

九
頭
龍
川
が
合
流
し
て
山
地
の
東
端
を
西
流
す
る

立
地
に
よ
く
似
て
い
る
。

と
も
あ
れ
筆
者
は
前
稿
で
禅
宗
寺
院
の
草
創
は
旧

仏
教
寺
院
か
修
験
の
山
林
寺
院
か
ら
の
派
生
で
あ
る

こ
と
を
論
じ
た
が
、
弘
祥
寺
・
大
孝
寺
も
ま
た
そ
の

範
障
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

前
述
の
山
林
寺
院
跡
が
常
在
院
で
あ
っ
た
と
仮
定

す
れ
ば
、
禅
僧
の
義
演
和
尚
が
旧
仏
教
系
山
林
寺
院

に
対
し
て
禅
宗
寺
院
の
開
基
た
る
働
き
を
し
た
と
み

な
せ
よ
う
。
よ
っ
て
筆
者
は
貞
和
二
年
(
暦
応
二
年

の
誤
記
か
)
に
広
景
が
義
演
和
尚
に
帰
依
し
た
と
す

る
記
述
は
伝
承
を
ベ

l
ス
に
し
て
広
景
に
擬
し
て
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

つ
ま
り
永
平

寺
第
四
世
義
演
が
永
平
寺
退
去
後
に
報
恩
寺
に
閑
居

し
、
世
間
と
の
関
わ
り
を
絶
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ

と
を
、
白
山
越
前
禅
定
道
に
あ
る
修
験
寺
院
報
恩
寺

と
み
る
立
場
に
も
通
じ
る
。
加
え
て
道
元
が
入
越
を

為
し
た
の
は
吉
田
郡
吉
野
の
蔵
王
権
現
を
は
じ
め
禅

師
峰
や
大
仏
寺
な
ど
の
修
験
系
に
よ
る
こ
と
が
大
で

あ
っ
た
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
通
じ
る
。

以
上
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば
、
曹
洞
禅
の
第
一
伝

た
る
道
元
法
系
の
義
演
か
ら
、
第
二
伝
た
る
東
明
慧

日
法
系
の
別
源
円
旨
に
繋
が
る
初
め
て
の
事
例
と
な

ろ、っ。
-
寺
下
村
絵
図
の
意
義

松
平
文
庫
蔵
の
当
絵
図
は
元
治
元
年
(
毘
ま
)
の
作

成
で
あ
る
が
、
次
の
重
要
な
意
義
を
も
っ
資
料
と
考

え
ら
れ
る
。

① 

当
区
域
の
耕
作
可
能
地
の
成
立
時
期
は
近
世
以

前
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

② 

朝
倉
氏
が
当
地
を
退
転
し
た
た
め
に
、
金
屋
村

の
管
轄
外
の
区
域
を
新
村
と
し
て
寺
下
村
を
分
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寺下村絵図(付図 3) 

立
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
弘
祥
寺
・
大
孝
寺
・
常
在
院
の
所
在
地
を

考
察
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
観
点
に
立
っ
て
該
地
の
遺
跡

を
考
察
し
て
み
た
い
。

・
山
林
寺
院
跡
と
思
し
き
場
所
は
元
治
元
年
(
民
主
)

の
「
殿
下
領
寺
下
村
絵
図
」
に
よ
れ
ば
、
「
上
太
報

寺

震
原
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
近
世
末
期
に
は
「
葦

原
」
と
し
て
活
用
し
て
い
た
よ
う
だ
。

(
付
図
3
参

R買
(
た
だ
し
太
報
寺
の
報
の
字
は
報
の
奈
が
皮
と
な
っ
て
い
る
が
誤

字
と
考
え
ら
れ
る
。
)

さ
ら
に
明
治
十
四
年
の
「
金
屋
村
山
林
地
籍
図
」

に
よ
れ
ば
、
七
字
長
者
屋
敷
に
固
と
記
さ
れ
て
お
り
、

近
代
初
期
に
は
水
田
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
よ
う

だ。-
弘
祥
寺
跡
に
つ
い
て
は
「
寺
下
村
絵
図
」
に
寺
下

村
地
(
金
屋
村
の
枝
村
)
と
し
て
「
字
御
田
地
・
雑

木
林
・
荒
地
」
と
記
さ
れ
、
金
屋
村
田
地
の
山
手
側

に
位
置
し
た
た
め
、
耕
作
を
放
棄
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
さ
ら
に
右
上
方
に
「
字
下
太
報
寺
之
内
・

が
け
原
・
杉
松
等
付
有
之
」
と
記
さ
れ
た
地
が
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
あ
た
り
に
は
平
地
が
な
い
こ
と
か
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ら
、
「
崖
原
」
と
あ
る
よ
う
に
斜
面
地
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
加
え
て
弘
祥
寺
の
最
谷
奥
(
山
林
寺
院
跡

よ
り
約
5
0
m
下
方
)
に
は
奥
行
き

2
0
m幅
1
5

m
の
庵
程
度
が
建
つ
ほ
ど
の
開
削
地
が
認
め
ら
れ
、

「
寺
下
村
絵
図
」
に
は
平
地
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

特
記
は
無
い
。

「
金
屋
村
地
籍
図
」
で
は
二
字
寺
谷
と
な
っ
て
お

り
、
弘
祥
寺
跡
は
全
て
団
地
と
な
っ
て
い
る
。

-
大
孝
寺
跡
に
つ
い
て
は
「
寺
下
村
絵
図
」
に
現
在

の
墓
地
あ
た
り
を
「
字
下
太
報
寺
之
内
・
平
右
衛
門

畑
・
漆
木
付
有
之
・
荒
地
」
と
記
し
、
そ
の
上
方
に

は
山
地
を
越
え
て
「
字
下
太
報
寺
・
日
向
平
・
漆
少

し
有
之
・
過
半
荒
地
」
と
記
し
、
現
在
は
「
安
居
城

跡
」
と
称
さ
れ
て
い
る
地
と
考
え
ら
れ
る
。
区
画
地

が
狭
陸
で
あ
り
、
飛
地
で
も
あ
り
、
こ
こ
を
「
大
孝

寺
跡
」
と
は
認
め
が
た
い
。

と
こ
ろ
が
「
下
市
村
地
籍
図
」
二
十
九
字
亀
山
で

は
溜
池
よ
り
上
方
の
谷
地
と
そ
の
西
方
は
金
屋
村
地

と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
金
屋
村
山
林
地
籍
図
」
の
五

字
大
幸
寺
に
は
前
述
の
溜
池
の
上
方
の
谷
地
に
区
画

地
が
認
め
ら
れ
る
。
「
五
字
大
幸
寺
」
の
字
名
と
い

い
、
区
画
規
模
と
い
い
、
こ
こ
が
「
大
孝
寺
跡
」
と

25 

考
え
ら
れ
る
。

越
前
の
禅
宗
草
創
期
に
つ
い
て
(
追
補
)

常
在
院
の
規
模
に
つ
い
て

常
在
院
の
規
模
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

(
心
月
)
寛
正
四
年
七
月
十
九
日
八
十
四
歳
而
逝
去

臭
、
心
月
葬
礼
井
中
陰
五
十
日
於
常
在
院
営
之
、

と
あ
っ
て
、
寛
正
四
年

(
E
g
)
に
五
祖
教
景
(
心

唱

E

-

q

J

月
)
の
葬
送
と
中
陰
を
常
在
院
で
営
ん
だ
と
い
う
。

何
故
、
弘
祥
寺
や
大
孝
寺
が
あ
る
の
に
常
在
院
で
葬

送
・
中
陰
を
営
ん
だ
の
か
を
年
表
に
よ
っ
て
探
っ
て

み
た
い
と
思
う
。

]
{
ω
h
F
N
 

]-ω
。九日

]
E
C
H
 

]
T
H
C
N
 

]
E
C
J可

]
{
九
時

A
F
N

]-AH

印。
]
{
品
切
∞

]
{
品
。

ω

]
{
品
。
。

-
年
表

康
永
元
年

弘
祥
寺
開
創

弘
祥
寺
甲
利

弘
祥
寺
大
仏
殿
建
立

弘
祥
寺
十
剃
位

応
永
十
四
年
以
前
安
居
大
孝
寺
移
転

嘉
吉
二
年
弘
祥
寺
仏
殿
再
興

宝
徳
二
年
六
祖
教
景
(
固
山
)
死
去

長
禄
二
年
長
禄
の
合
戦
始
ま
る

寛
正
四
年
五
祖
教
景
(
心
月
)
死
去

常
在
院
で
葬
送
及
び
中
陰
を
行
う

慈
視
院
光
玖
安
居
に
打
入
り
、

貞
治
三
年

応
永
八
年

応
永
九
年

文
正
元
年

一
条
家
領
直
務
代
官
を
追
出
す

同
年
安
居
を
奪
還
さ
れ
る

]
{
品
。
叶

応
仁
元
年

応
仁
二
年

応
仁
の
乱
始
ま
る

朝
倉
党
越
前
を
追
わ
れ
る

同
年
安
居
奪
還

第
一
代
孝
景
守
護

第
四
代
孝
景
弘
祥
寺
の

]
{
品
。
∞

]
{
品
吋
]
{

文
明
三
年

]{切
A
F

∞
天
文
十
七
年
以
前

方
丈
・
仏
殿
・
僧
堂
再
建

長
禄
の
合
戦
以
降
、
朝
倉
氏
に
と
っ
て
安
居
の
地

は
不
安
定
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
弘
祥
寺
・
大
孝
寺
も

不
安
定
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
こ
で
前
掲
の
と
お
り

常
在
院
も
紫
岩
和
尚
の
開
山
と
な
る
寺
院
で
あ
っ
た

の
で
、
こ
の
寺
が
選
定
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
り
わ
け
筆
者
の
推
定
す
る
山
林
寺
院
が
常
在
院
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
山
上
(
標
高
1
8
0
m
)
に
立

地
す
る
寺
院
は
静
誼
で
あ
り
、
こ
う
し
た
騒
乱
の
中
、

葬
儀
や
法
事
を
行
う
に
好
適
な
地
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
前
述
の
と
お
り
約
一
町
歩
も
の
敷
地
は
庵
程

度
の
規
模
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
も
の
で
あ
り
、
寺
院

規
模
と
み
ら
れ
る
。

唱

E
・
凋
斗

大
孝
寺
の
草
創
地
は
ど
こ
か
。

「
伝
記
」
に
は

コ
一
尾
野
建
立
大
孝
寺
、
請
一
紫
岩
為
開
山
、

と
あ
っ
て
、
紫
岩
和
尚
が
コ
一
尾
野
に
大
孝
寺
を
建
立

し
た
と
あ
る
。
し
か
る
に
「
天
祥
和
尚
録
」
に
は
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《真一讃》

母
谷
山
大
孝
閉
山
紫
岩
和
尚
小
師
説
上
司
請

克
家
之
子
紫
岩
禅
師
、
幹
父
之
島
盤
、
祖
業
主
承
、
如

錫
谷
来
白
鵠
、
浮
山
夢
青
鷹
、
母
谷
峰
下
開
基
、
記

曹
山
孝
満
、
逢
梁
橋
辺
過
水
、
(
後
略
)

母
谷
峰
の
下
に
大
孝
寺
を
聞
い
た
と
あ
る
。
大
孝

母
谷
山
は
山
地
の
地
名
と
み
ら
れ
る
が
、

寺
の
山
号

今
は
こ
の
山
名
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
「
逢
梁
橋
」

は
弘
祥
寺
の
十
境
に
記
さ
れ
て
お
り
、
大
孝
寺
は
弘

祥
寺
の
近
傍
地
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た

福
井
市
金
屋
町
の
山
地
の
五
字
大
幸
寺
は
弘
祥
寺
の

旧
跡
地
の
二
字
寺
谷
の
東
側
に
隣
接
す
る
谷
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
が
大
孝
寺
の
旧
跡
と
考
え
ら
れ

る。
ま
た
「
天
祥
和
尚
録
」
の
成
立
は
天
祥
一
麟
の
示

寂
の
応
永
十
四
年

(EC叶
)
以
前
で
あ
ろ
う
。
こ
の

天
祥
は
九
条
家
出
身
の
著
名
な
文
筆
僧
で
あ
る
。
朝

倉
氏
の
本
拠
地
安
居
の
足
羽
御
厨
は
九
条
家
の
旧
領

で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
天
祥
は
別
源
の
法
嗣
の
玉
岡

如
金
と
ほ
ぼ
同
年
代
で
親
し
く
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

玉
岡
を
通
じ
て
紫
岩
の
肖
像
画
の
讃
を
求
め
た
よ
う

で
あ
り
、
こ
の
記
述
情
報
は
玉
岡
筋
か
ら
の
提
供
で

は
な
か
っ
た
か
。
よ
っ
て
信
憲
性
は
高
い
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

な
お
天
祥
の
本
師
の
龍
山
徳
元
は
入
元
し
て
古
林
清
茂
に
師
事

し
(
金
剛
瞳
下
)
、
五
十
年
経
た
後
に
帰
国
し
、
義
堂
周
信
、
絶
海

中
津
、
夢
窓
疎
石
な
ど
の
著
名
な
文
筆
僧
を
輩
出
し
た
。
よ
っ
て

龍
山
と
別
源
と
は
共
に
古
林
に
直
接
教
え
を
受
け
た
金
剛
障
下
で

あ
っ
て
、
そ
の
子
弟
と
な
る
天
祥
と
玉
岡
と
は
共
に
金
剛
瞳
下
の

文
筆
活
動
で
の
仲
間
内
で
あ
っ
た
。
な
お
紫
岩
の
文
筆
活
動
に
つ

い
て
は
次
項
で
取
り
上
げ
る
。

ま
た
何
故
、
「
伝
記
」
は
紫
岩
和
尚
が
三
尾
野
に

大
孝
寺
を
聞
い
た
と
記
し
た
の
か
。
「
伝
記
」
の
記

述
者
は
朝
倉
氏
と
関
係
の
深
い
五
山
僧
と
推
定
さ
れ

る
か
ら
、
地
理
感
の
あ
る
朝
倉
氏
関
係
者
が
安
居
の

南
方
1
0
M
ほ
ど
の
=
一
尾
野
と
混
同
す
る
と
は
考
え

に
く
い
。
「
伝
記
」
の
二
祖
高
景
の
記
述
中
に
朝
倉

氏
は
貞
治
五

1
六
年
の
政
変
で
反
斯
波
氏
側
に
な
っ

て
「
城
中
ノ
兵
一
同
ニ
切
岸
ヨ
リ
落
チ
重
ル
処
ヲ
吉

光
・
秋
光
・
三
尾
野
・
天
谷
・
代
崎
等
思
々
ニ
取
頚

ヲ
城
ヲ
破
」
と
敵
方
(
斯
波
氏
)
の
千
秋
安
居
一
門

と
思
し
き
者
と
し
て
三
尾
野
氏
が
記
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
こ
の
貞
治
五
年
の
政
変
で
没
収
し
た
三
尾
野

に
大
孝
寺
を
建
立
し
た
が
、
康
暦
の
政
変
で
は
反
斯

波
氏
側
に
寝
返
っ
た
こ
と
で
斯
波
義
将
か
ら
冷
遇
さ

れ
、
=
一
尾
野
は
斯
波
氏
に
奪
還
さ
れ
た
た
め
、
大
孝

寺
を
撤
収
し
て
安
居
に
移
転
し
た
と
考
え
た
い

0

.
年
表

弘
安
七
年

康
暦
の
政
変
(
義
将
管
領
就
任
)

玉
岡
示
寂
(
寿
七
十
一
歳
)

応
永
十
四
年
天
祥
示
寂
(
寿
七
十
九
歳
)

応
永
二
十
年
以
前
紫
岩
示
寂
(
寿
七
十
余
歳
)

]{N

∞品

]
戸

N
@品

永
仁
二
年

龍
山
徳
見
生
誕

別
源
円
旨
生
誕

龍
山
徳
見
入
元

別
源
円
旨
入
元

玉
岡
如
金
生
誕

天
祥
一
麟
生
誕

別
源
円
旨
帰
国

紫
岩
如
琳
生
誕

弘
祥
寺
開
創

龍
山
徳
見
帰
国

龍
山
示
寂
(
寿
七
五
歳
)

別
源
示
寂
(
寿
七
十
歳
)

政
変
(
朝
倉
氏
反
斯
波
氏
陣
営
)

紫
岩
如
琳
に
つ
い
て

「
伝
記
」
に
よ
れ
ば
、
紫
岩
和
尚
の
出
自
に
つ
い

て
、
広
景
の
三
男
の
松
尾
孫
三
郎
は
二
男
の
高
景
と

双
六
で
誇
い
と
な
り
、
高
景
に
討
た
れ
た
。
紫
岩
は

]
戸

ω
c
u

嘉
元
三
年

]
{
ω
N
C
 

元
応
二
年

]{ωNJ1 

嘉
暦
二
年

元
徳
元
年

]
戸

ω
N
m
v

元
徳
二
年

同

ω忠
頃
建
武
元
年

康
永
元
年

観
応
元
年

]{ωω

。

]
戸

ω品
N

]
戸

ω印。

]{ωω

∞
 延
文
=
一
年

貞
治
三
年

]{ω

。A
F

]-ω

。。
貞
治
五
年

]{ωU1c 
康
暦
元
年

]{ωCJ可

応
永
田
年

HAHCJ1 

]{品

]{ω

咽

-
-
F
D
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松
尾
の
遺
児
で
あ
り
、
広
景
は
長
じ
た
後
に
か
た
き

討
ち
を
恐
れ
、
高
景
の
猶
子
と
し
、
別
源
和
尚
に
つ

け
て
僧
籍
に
入
る
処
置
を
と
っ
た
と
記
す
。
そ
の
後

の
紫
岩
の
活
動
を
み
て
お
き
た
い
。

「
雲
巣
集
」
に
は
「
建
仁
如
琳
競
荊
山
」
と

あ
っ
て
、
紫
岩
の
前
の
道
号
は
荊
山
で
あ
り
、
後
に

紫
岩
に
変
更
し
た
。
ま
た
「
一
極
絵
滴
」
に
は
「
送

琳
蔵
主
帰
越
、
月
筆
時
有
披
脚
之
患
」
と
あ
り
、
貞

治
三
年
(
昌
宏
)
十
一
月
の
こ
と
と
み
ら
れ
、
そ
れ

ま
で
建
仁
寺
の
蔵
主
を
務
め
て
い
た
よ
う
だ
。
さ
ら

に
「
雲
巣
集
」
に
は
「
荊
山
座
元
勾
」
と
あ
っ
て
、

座
元
(
前
堂
首
座
)

の
時
の
道
号
は
荊
山
で
あ
っ
た
。

特
筆
す
べ
き
は
「
雲
巣
集
」
に
、
荊
山
が
弘
祥
寺

住
持
の
任
に
赴
く
の
を
送
っ
て
建
仁
寺
中
の
用
文
惰

27 

塞
以
下
十
九
名
が
贈
っ
た
律
詩
に
、
各
々
に
対
し
て
、

荊
山
が
和
答
し
た
詩
軸
を
書
写
し
た
も
の
が
記
さ
れ

て
い
る
。
(
一
山
派
某
人
和
答
建
仁
寺
詩
軸
)

義
堂
周
信
の
「
空
華
集
」
に
「
送
荊
山
琳
首
座
帰

越
住
庵
」
と
も
あ
っ
て
、
義
堂
と
の
交
流
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
義
堂
が
序
文
を
書
い
た
「
大
慈
寺
八
景
」

の
詩
軸
に
は
春
屋
妙
直
・
天
祥
一
麟
・
玉
岡
如
金
・

絶
海
中
津
、
仲
芳
円
伊
(
三
山
曇
伊
)
な
ど
と
と
も

に
荊
山
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
以
上
、
荊
山
(
紫
岩
)

越
前
の
禅
宗
草
創
期
に
つ
い
て
(
追
補
)

の
文
筆
活
動
は
五
山
で
活
発
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
伴
い
政
治
向
き
に
も
人
脈
を
広
げ
て
い

た
よ
う
だ
。

ま
た
年
表
で
み
て
み
る
と
、
玉
岡
示
寂
後
に
弘
祥

寺
は
十
利
位
を
得
て
お
り
、
紫
岩
が
そ
の
活
動
に
重

要
な
働
き
を
為
し
、
十
利
位
を
得
た
後
に
住
持
職
を

も
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
「
絶
海
録
」
に
「
次
韻
賀
弘
祥
荊
山
長
老
」

と
あ
っ
て
、
晩
年
は
弘
祥
寺
の
長
老
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
。
な
お
「
天
祥
和
尚
録
」
に
は
「
母
谷
山
大

孝
開
山
紫
岩
和
尚
」
と
あ
る
か
ら
、
荊
山
を
紫
岩
に

改
め
た
の
は
大
孝
寺
を
安
居
に
移
転
し
た
の
を
機
に

行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
「
東
山
歴
代
」
に
「
紫
岩
弘
祥
寺

O
嗣
玉

岡
金
見
子
一
庵
録
。
仲
方
録
有
紫
岩
西
堂
拍
香
語

O

荊
山
如
琳
後
改
日
紫
岩
嗣
別
源
俗
姓
朝
倉
開
弘
祥

云
々
」
と
あ
る
。

『
禅
籍
目
録
』
の
異
名
同
書
一
覧
志
に
「
一
庵
録
↓
天
祥
録

一
庵
一
麟
」
と
あ
る
。
な
お
天
祥
一
麟
の
室
号
は
一
庵
で
あ
り
、

晩
年
は
一
庵
を
道
号
と
し
て
用
い
た
。
た
だ
し
両
足
院
蔵
本
を
底

本
と
す
る
「
天
祥
和
尚
録
」
に
は
当
該
記
事
は
見
当
た
ら
な
い
。

な
お
『
東
山
歴
代
』
の
著
者
高
峰
は
江
戸
期
の
両
足
院
の
僧
で
五

山
研
究
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
高
峰
は
両
足
院
蔵
本
を
用
い
た
筈
で

あ
り
、
当
該
底
本
の
欠
落
部
に
当
該
部
の
記
載
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

『
禅
籍
目
録
』
の
異
名
同
書
一
覧

1
0
に
「
仲
芳
和
尚
語
録
↓

機
室
語
録

「
仲
方
録
」
は
仲
芳
円

仲
芳
円
伊
」
と
あ
る
か
ら

稿伊
'-19の
に「

イ中
長芳
岩和
西尚
堂語

拍空
とと

が同
あ義

pt 
荊主

自1
震え
改「
日憾
紫室
岩漫

嗣
別
、
源
俗
姓
朝
倉
開
弘
祥
云
々
」
は
見
当
た
ら
な
い
。

仲
芳
は
応
永
二
十
年

(
E
E
)
示
寂
で
あ
る
が
、

紫
岩
の
枯
香
語
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
紫
岩
は

そ
れ
以
前
の
示
寂
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
仲

芳
円
伊
の
旧
号
が
三
山
曇
伊
で
あ
り
、
前
出
の
「
雲

巣
集
」
の
詩
軸
に
紫
岩
と
曇
伊
(
仲
芳
)
が
名
を
連

ね
て
い
る
。他

に
紫
岩
の
関
係
資
料
を
挙
げ
て
お
く
。

回

東
海
一
、
極
集
「
和
儀
則
堂
韻
謝
珠
荊
山
諸
兄

参
考

①
 

③②  

月 東 見
舟海留
和一」
尚 j匝
語集2

録22

---， 

前
霜
蓋
英
林
居
士

十

年

「
松
岡
請
荊
山
疏
」

忌
陸
座

散
説

居
士
壮
年
拝
紫
岩
和
尚
之
塔

五
々
」

④ 

明
極
楚
俊
遺
稿
「
荊
山
行
為
賓
監
寺
賦
」

1
u
g、
「
荊
山
賓

監
寺
」

ECC叶
、
「
和
荊
山
玉
首
座
見
呈
韻
」

E
C
S、
「
荊
渓

玉
書
記
」
ロ
N
O
N
C

な
ど
と
あ
る
が
、
明
極
は
元
徳
元
年
ロ
N
由
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に
渡
来
し
、
建
武
三
年

5
8
一
不
寂
で
あ
る
の
で
、
紫
岩
に

五
十
四
巻
一
号

は
該
当
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
荊
山
玉
首
座
」
と

も
「
荊
渓
玉
書
記
」
と
も
あ
る
の
で
、
「
荊
山
」
は
「
荊
渓
」

⑤ 

禅
居
集

の
誤
記
か
、
あ
る
い
は
改
号
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
琳
蔵
主
参
永
福
士
口
林
和
尚
」

B
S、
「
琳
禅
人

之
糊
」

1
5、
「
送
淋
蔵
主
」
主
む
と
あ
る
が
、
清
拙
正
澄

の
渡
来
前
の
詩
文
が
含
ま
れ
る
し
、
清
拙
は
嘉
暦
元
年
広
岡
田

の
渡
来
で
あ
り
、
暦
応
二
年
お
包
の
示
寂
で
あ
る
か
ら
、

紫
岩
に
は
該
当
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
正
式
に
は
諸
山
の
公
帖
を
得
て
西
堂
を
名
乗
れ
る
が

道
号
を
用
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
如
琳
西
堂
と
な
る
。
十
利
の

公
帖
を
得
て
か
ら
道
号
が
名
乗
れ
、
紫
岩
西
堂
と
な
る
。
そ
し
て

五
山
の
公
帖
を
受
け
る
と
、
紫
岩
東
堂
が
名
乗
れ
、
和
尚
(
敬
称
)

長
老
(
俗
称
)
の
使
用
も
許
さ
れ
る
。
し
か
し
道
号
、
和
尚
、
長

ょ
、
つ
だ
。

老
の
使
用
基
準
が
あ
い
ま
い
で
、
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た

-
年
表

正
和
三
一
年

同

ω官
頃
建
武
元
年

]

{

ω

]

{

仏

]{ωAFN 

康
、
水
元
年

文
和
元
年

]
-
ω
ω
N
 

]-ω

。品
貞
治
三
年

]{ω

。品
貞
治
三
年

二
祖
高
景
生
誕
(
広
景
六
一
歳
)

紫
岩
如
琳
生
誕

弘
祥
寺
開
創
(
紫
岩
約
八
歳
)

初
祖
広
景
逝
去
(
寿
九
八
歳
)

弘
祥
寺
甲
利
(
紫
岩
約
三
十
歳
)

荊
山
(
紫
岩
)
如
琳
建
仁
寺
蔵
主

二
祖
高
景
逝
去
(
寿
五
九
歳
)

義
堂
周
信
示
寂
(
寿
六
六
歳
)

玉
岡
示
寂
(
寿
七
一
歳
)

弘
祥
寺
大
仏
殿
建
立

弘
祥
寺
十
剃
(
紫
岩
約
六
八
歳
)

応
永
十
一
年
三
祖
氏
景
逝
去
(
寿
六
六
歳
)

応
永
十
二
年
絶
海
中
津
示
寂
(
寿
七
十
歳
)

応
永
十
四
年
天
祥
示
寂
(
寿
七
九
歳
)

E
O叶
以
前
安
居
大
孝
寺
移
転
(
紫
岩
七
十
余
歳
)

応
永
二
十
年
仲
芳
円
伊
示
寂
(
寿
六
十
歳
)

紫
岩
示
寂
(
寿
七
十
余
歳
)

]
戸

ωU1hH

応
安
五
年

]{ω
∞∞ 

嘉
慶
二
年

応
永
四
年

]{ωCJ1 

]{仏
C
H

応
永
八
年

]戸、悼

C
N

応
永
九
年

]
E
b品

]戸品。∞
]
E
C
J
1
 

]E山
ω

]{AFHω 

以
前紫

岩
和
尚
の
弘
祥
寺
に
あ
る
塔
名

紫
岩
和
尚
の
弘
祥
寺
に
あ
る
塔
名
に
つ
い
て
み
て

お

お
こ
う
。
「
心
田
播
禅
師
疏
」
で
は

藍
青
岩
法
兄
住
越
之
前
州
弘
祥
護
国
寺

大
孝
先
師
塔
名
也
、

と
あ
っ
て
大
孝
が
紫
岩
和
尚
の
塔
名
と
い
う
。
従

っ
て
大
孝
寺
は
紫
岩
和
尚
の
塔
所
と
位
置
付
け
ら
れ

出

て
い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
な
が
ら
「
幻
雲
稿
」
に

咽

-
-
F
O

宝
玉
之
住
越
之
弘
祥
同
門

公
承
子
紫
岩
派
、
々
々
塔
日
霊
元
、
弘
祥
有
甘
露
泉
。

と
あ
っ
て
霊
元
(
庵
か
)
が
塔
所
と
あ
る
。
よ
っ

て
後
に
弘
祥
寺
に
も
紫
岩
和
尚
の
塔
所
と
し
て
霊
元

庵
が
造
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

安
居
の
そ
の
他
の
寺
院
創
立

安
居
の
地
に
あ
っ
た
朝
倉
氏
関
係
寺
院
を
検
討
し

'
E
・

守

J

て
お
こ
う
。
「
伝
記
」
に

弘
祥
寺
建
立
之
後
、
安
居
ノ
弘
徳
寺
井
弘
善
寺
了
倍

庵
草
創
也
、

と
あ
っ
て
安
居
の
地
に
弘
徳
寺
と
弘
善
寺
了
悟
庵

が
草
創
さ
れ
た
と
い
う
。

お

次
い
で
「
幻
雲
文
集
」
に
は

護
田
中
興
開
基
桃
渓
悟
公
禅
師
肖
像

雲
合
山
開
寺
、
雪
消
水
護
団
、
移
床
方
丈
室
、
留
楊

中
興
年

天
文
元
年
之
夏
、
功
甫
丹
公
西
堂
、
移
護
回
丈
室
於

太
冶
半
山
之
傍
、
輪
集
之
美
、
奥
山
相
輝
、
初
護
田

在
河
之
東
北
、
距
冶
山
数
里
、
詳
見
時
寺
記
、
二
十

余
年
、
苦
北
兵
捨
撞
、
故
有
此
挙
、
功
甫
嗣
渓
悟
、

悟
嗣
器
成
理
翁
、
漣
嗣
紫
岩
和
尚
、

天
文
元
年

(
H
a
N
)

に
な
っ
て
護
団
寺
が
安
居
に

移
さ
れ
た
と
い
う
。
護
団
寺
は
初
め
東
北
位
数
里
に

出

あ
っ
た
と
い
う
。
「
翠
竹
鼻
如
集
二
」
に

越
前
河
合
荘
岩
坂
三
十
三
所
巡
礼
観
音
安
座
貼
眼

法
三五

越
之
前
州
河
合
荘
岩
坂
護
団
寺
慧
均
監
院
、
乃
洞
春
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定
光
(
別
源
円
旨
)
之
徒
也
、

と
記
す
か
ら
護
田
寺
は
九
頭
竜
川
の
右
岸
(
北
方
)

の
河
合
荘
岩
坂
に
あ
っ
た
と
記
す
。
現
在
の
森
田
・

中
角
あ
た
り
ら
し
い
。
加
賀
の
一
向
一
撲
と
の
戦
い

で
苦
し
め
ら
れ
た
こ
と
が
移
転
の
理
由
だ
と
い
う
。

唱

E
-
n
o

ま
と
め
に
か
え
て

故
横
山
博
士
は
大
仏
寺
山
の
山
腹
に
あ
る
伝
大
仏

寺
跡
の
実
地
調
査
を
行
い
、
「
当
伝
承
地
は
永
平
寺

の
前
身
た
る
大
仏
寺
跡
で
は
な
い
」
と
の
結
論
を
記

し
た
後
に
「
但
し
称
大
仏
寺
跡
に
も
か
つ
て
建
物
の

あ
っ
た
ら
し
い
軒
石
の
列
や
、
築
庭
組
石
の
痕
跡
は

認
め
ら
れ
る
か
ら
何
時
か
永
平
寺
関
係
の
庵
室
で
も

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
記
し
て
い
る
。

筆
者
は
仮
に
該
地
が
近
世
の
遺
構
で
あ
る
と
し
た

場
合
に
お
い
て
も
、
近
世
に
約
1
ヘ
ク
タ
ー
ル

(
3
5
0坪
)
も
の
開
削
工
事
を
行
っ
た
と
は
考
え

に
く
く
、
中
世
の
遺
構
を
再
活
用
し
た
と
見
る
ほ
う

が
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
山
林
寺
院
遺
跡

と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
こ
と
伝
大
仏
寺
跡
に
関
し
て

故
横
山
博
士
が
論
じ
て
か
ら
、
半
世
紀
を
過
ぎ
た
今

日
お
い
て
も
、
博
士
の
論
考
を
超
え
た
研
究
が
出
現
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し
て
い
な
い
。

越
前
の
禅
宗
草
創
期
に
つ
い
て
(
追
補
)

禅
宗
史
研
究
を
概
観
す
る
に
、
文
献
史
学
一
辺
倒

の
感
が
あ
る
中
で
、
『
禅
の
建
築
』
の
著
者
故
横
山

博
士
が
そ
の
脱
皮
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

し
か
し
半
世
紀
を
経
た
今
日
に
お
い
て
も
博
士
の
論

考
を
参
考
文
献
に
挙
げ
ざ
る
を
得
な
い
現
実
に
直
面

し
、
文
献
史
学
の
限
界
?
と
の
認
識
が
希
薄
な
の
で

は
な
い
の
か
。
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
待
た
れ
る
思

い
を
禁
じ
得
な
い
。

こ
う
し
た
現
状
認
識
の
下
で
、
弘
祥
寺
・
大
孝
寺

背
後
の
山
上
に
あ
る
開
削
平
地
が
山
下
の
寺
院
開
創

に
関
る
山
林
寺
院
跡
で
あ
る
か
ど
う
か
を
論
じ
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、

い
つ
の
こ
と
に
な
る
や
ら
。

2 
若
い
世
代
に
期
待
を
つ
な
ぎ
た
い
。

越
中
崇
聖
寺
・
加
賀
安
国
崇
聖
寺
に
つ
い
て

前
稿
で
越
前
崇
聖
寺
に
つ
い
て
記
し
た
。
し
か
し

北
陸
に
は
越
前
の
他
に
加
賀
と
越
中
に
同
寺
号
の
寺

院
が
あ
っ
て
共
に
諸
山
位
を
得
て
い
る
。
こ
の
関
係

性
の
解
明
を
課
題
と
し
て
い
た
。
こ
の
点
を
追
求
し

た
い
と
思
う
。

『
扶
桑
五
山
記
』
に
よ
れ
ば
「
諸
山
」
に
「
越
中

州
高
松
山
崇
聖
禅
寺

嗣
暁
白
雲
」
と
「
能
登
州
高
松
山
安
田
禅
寺

一
日
山
名
海
陽
、
源
俊
一
山
、開

山

清
拙
大
壁
禅
師
」
と
「
加
賀
州
安
国
崇
聖
禅
寺
」
が

記
さ
れ
て
い
る
。
整
理
す
る
と

-
越
前
雪
峰
山
崇
聖
寺

永
徳
元
年
(
ロ
∞
H
)

後
に
一
山
派
)
、
開
基
斯
波
満
種
、

.
能
登
高
松
山
安
国
寺

開
山
清
拙
正
澄
(
大
鑑
派
)
、
開
基
不
詳
、
嘉
吉
元

泊

年
(
H
t
H
)

以
前
諸
山
、

開
山
天
境
霊
致
(
大
鑑
派

-
加
賀
高
松
路
山
安
田
崇
聖
寺

開
山
壁
峰
宗
源
(
聖
一
派
)
、
開
基
不
詳
、
応
永
十

均

年

(
E
C
ω
)
以
前
諸
山
、

-
越
中
高
松
山
崇
聖
寺
(
別
号
海
陽
山
)

開
山
紙
一
一
山
至
源
(
聖
一
派
)
、
開
基
不
詳
、
康
安
元

却

年

(
5
2
)
以
前
諸
山
、

斯
波
満
種
の
法
名
は
「
崇
聖
寺
殿
道
源
大
江
」
で

あ
る
か
ら
、
越
前
崇
聖
寺
の
開
基
は
斯
波
満
種
と
み

ら
れ
る
。
越
前
崇
聖
寺
は
大
野
に
あ
り
、
満
種
の
父

の
義
種
以
来
の
知
行
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
加
賀
も
義

種
が
守
護
職
を
得
(
ロ
∞
寸
)
、
満
種
も
踏
襲
し
た
。

能
登
と
越
中
と
満
種
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

聖
一
派
(
東
福
寺
派
)
に
属
す
る
越
中
崇
聖
寺
と

加
賀
安
国
寺
を
考
察
し
て
み
た
い
。
『
禅
宗
地
方
展

開
史
の
研
究
』
で
は
越
中
興
国
寺
は
越
中
崇
聖
寺
と

同
じ
聖
一
派
栗
腕
門
派
(
白
雲
下
)

で
あ
り
、
開
基
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は
越
中
守
護
の
桃
井
直
常
で
あ
り
、
越
中
安
国
寺
も

ま
た
同
派
に
属
し
て
い
た
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
「
軍
事
的
・
政
治
的
・
交
通
上
の
要
地
に

十
剃
・
諸
山
を
は
じ
め
と
す
る
五
山
派
寺
院
が
存
在

し
、
・
・
・
・
寺
町
の
崇
聖
寺
な
ど
は
守
護
の
越
中
支
配

上
、
重
要
地
点
と
考
え
ら
れ
る
場
所
に
存
在
し
、
守

護
と
の
関
係
が
う
か
が
わ
れ
、
そ
の
越
中
支
配
上
に

お
け
る
宗
教
的
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
の
で

泣

あ
ろ
う
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ
る
」
と
の
見
解
が
示

さ
れ
て
い
る
。

加
賀
安
国
寺
も
東
福
寺
末
で
あ
っ
た
。
前
述
の
よ

う
に
加
賀
守
護
も
斯
波
義
種
で
あ
り
、
安
国
寺
は
守

護
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
五
山
派
寺
院
に
の
み
に
限

ら
れ
て
お
り
、
越
前
崇
聖
寺
と
同
一
の
開
基
と
考
え

ら
れ
る
。

次
い
で
能
登
安
国
寺
を
考
察
し
て
み
た
い
。
安
国

寺
は
守
護
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
か
ら
、
能
登
守
護
の
吉
井
頼
隆
・
氏
頼
が
開
基
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
能
登
は
守
護
の
交

代
が
著
し
い
の
で
安
国
寺
も
変
遷
し
た
可
能
性
が
高

¥ρ 。
以
上
、
明
確
な
関
係
性
は
掴
め
な
か
っ
た
が
、
越

前
・
越
中
・
加
賀
の
崇
聖
寺
は
同
一
の
寺
号
で
あ
り
、

能
登
安
国
寺
と
加
賀
崇
聖
寺
と
越
中
崇
聖
寺
は
同
じ

山
号
で
あ
り
、
能
登
安
国
寺
と
越
前
崇
聖
寺
は
大
鑑

派
、
加
賀
安
国
寺
と
越
中
崇
聖
寺
は
聖
一
派
に
よ
り

創
立
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
前
掲
の
四
ケ
寺
は
何
ら
か

の
作
為
的
な
も
の
を
感
じ
る
。
あ
る
い
は
足
利
氏
に

よ
る
政
治
的
思
惑
が
反
映
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

ょ
、
っ
か
。

お

な
お
「
東
山
塔
頭
略
伝
」
の
「
興
雲
庵
」
に
は
「
大

鑑
禅
師
同
受
業
子
月
渓
故
師
東
渡
後
与
大
鑑
不
忘
久

要
平
生
相
親
是
以
一
山
大
艦
両
派
法
系
難
異
古
来
修

同
門
」
と
記
す
。
つ
ま
り
一
山
下
の
石
梁
下
の
系
は

法
系
が
異
な
る
が
大
鑑
派
(
清
拙
)
と
同
門
と
し
て

活
動
し
た
と
あ
る
。
よ
っ
て
大
野
崇
聖
寺
開
山
の
天

境
霊
致
が
大
鑑
派
・
一
山
派
と
あ
る
の
は
こ
の
事
情

出

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

石
梁
下
の
朴
堂
祖
淳
(
一
山
派
)
は
越
中
新
河
郡

の
人
で
あ
る
が
、
加
賀
安
国
崇
聖
寺
に
入
院
し
た
こ

と
や
、
晩
年
に
故
郷
の
越
中
吉
祥
寺
に
退
去
し
た
こ

と
も
係
わ
り
が
あ
ろ
う
。
な
お
同
派
の
河
清
祖
潤
は

お

「
晩
居
越
前
州
宝
応
寺
有
頑
雲
集
」
と
あ
っ
て
一
乗

谷
宝
応
寺
に
晩
居
し
た
と
あ
る
。
付
記
し
て
お
く
。

な
お
前
稿
で
「
春
苑
住
越
崇
聖
諸
山
」
を
挙
げ
て

の
春
苑
入
院
ま
で
に
越
前
崇
聖

寛
正
三
年

(
E
S
)

寺
は
諸
山
位
を
得
て
い
た
と
記
し
た
。
し
か
し
「
越

崇
聖
寺
」
に
該
当
す
る
寺
院
は
三
ケ
寺
あ
り
、

「春

苑
住
越
崇
聖
諸
山
」
は
ど
の
崇
聖
寺
か
を
絞
り
込
む

こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
も
越
中
と
加
賀
の
崇
聖
寺

は
寛
正
三
年
以
前
に
諸
山
位
を
得
て
い
た
か
ら
、
前

稿
の
記
述
は
筆
者
の
早
と
ち
り
で
あ
っ
た
。

余
談
な
が
ら
、
越
前
で
は
五
山
系
資
料
で
斯
波
氏
と
聖
一
派
の

記
事
は
非
常
に
少
な
い
。
例
え
ば
別
源
が
関
山
と
な
っ
た
越
前
善

応
寺
の
開
基
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
の
所
在
地
か

ら
み
て
開
基
は
斯
波
氏
で
あ
っ
た
公
算
が
強
い
。
非
常
に
不
審
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
斯
波
氏
の
被
官
で
あ
っ
た
朝
倉
氏

が
戦
国
大
名
と
し
て
越
前
を
席
巻
し
た
こ
と
と
、
そ
の
朝
倉
氏
が

越
前
出
身
の
別
源
属
す
る
曹
洞
宗
宏
智
派
を
外
護
し
た
こ
と
に
起

因
す
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
朝
倉
氏
関
係
者
が
そ
れ
ら
の
記

事
を
削
除
し
た
か
提
造
し
た
こ
と
が
疑
わ
れ
る
。
聖
一
派
に
つ
い

て
も
聖
一
派
に
属
す
る
越
前
出
身
の
古
源
部
元
と
無
徳
至
孝
が
い

る
が
越
前
で
の
活
動
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
大
き
な
テ

ー
マ
と
し
た
い
。

3 

前
稿
の
訂
正

犯

前
橋
を
記
し
た
後
に
新
た
な
研
究
成
果
が
示
さ
れ

た。① 

却

の
ア
台
{
疋

「
宝
慶
由
緒
記
」

「
宝
慶
由
緒
記
」
は
近
世
の
所
産
で
あ
り
、
寂
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② 

円
渡
来
説
と
三
代
相
論
は
近
世
の
所
産
で
あ
る
。却

「
建
斯
記
」
の
今
南
東
左
金
吾
禅
門
覚
念
の
否
定

.
今
南
東
左
金
吾
禅
門
覚
念
は
当
時
の
著
述
物
に

そ
の
記
述
が
見
え
な
い
。
後
世
の
著
述
「
建
繍

記
」
が
初
出
と
な
る
。

-
加
え
て
江
戸
期
に
「
覚
念
の
北
村
真
柄
の
先

祖
」
が
加
筆
さ
れ
た
。

③
小
松
妙
覚
寺
の
否
定

.
江
戸
期
の
面
山
の
手
で
加
筆
さ
れ
た
。

以
上
は
熊
谷
忠
興
師
が
諸
文
献
の
書
誌
学
的
究
明

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

筆
者
は
上
述
の
三
項
に
つ
い
て
、
そ
の
研
究
成
果

を
受
け
入
れ
、
前
稿
の
一
部
を
修
正
す
る
も
の
で
あ

る
。
筆
者
の
前
稿
の
否
定
す
る
事
項
を
列
記
す
る
。

1
・
2
項
「
永
平
寺
田
世
義
演
閑
居
の
地
報
恩

① 

寺
に
つ
い
て
」
の
「
①
永
平
寺
コ
一
代
相
論
に
つ

い
て
」
の
記
述
は
全
面
的
に
見
直
す
。
後
日
、

万
全
を
期
し
た
い
と
思
う
。

② 

2
項
「
寂
円
派
に
よ
る
展
開
」
の
「
は
じ
め
に
」

に
「
寂
円
は
道
元
を
し
た
っ
て
来
日
し
」
を
削
除

③ 

「
寂
円
の
嗣
法
は
三
系
の
混
合
」
を
削
除

1
・
4
項
「
日
円
寺
に
つ
い
て
」
の
「
①
道
元

31 

の
帰
洛
ル

l
ト
」
と
「
②
日
円
寺
の
草
創
に
つ

④ 

い
て
」
の
記
述
は
全
面
的
に
見
直
す
。
後
日
、

万
全
を
期
し
た
い
と
思
う
。

1
・
3
項
「
小
松
妙
覚
寺
に
つ
い
て
」
の
記
述

は
全
面
的
に
見
直
す
。
後
日
、
万
全
を
期
し
た

い
と
思
、
つ

O

H
A
H
U
1
N

。

参
考

聞
説

文
明
四
年
頃

建
断
記
成
立

御
影
か
御
願
か
に
つ
い
て

4 

「
伝
記
」
に
は
「
常
在
院
御
影
【
願
】
」
の
文
言
が

記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
『
朝
倉
氏
の
家
訓
』
と
『
越

前
朝
倉
氏
の
研
究
』
で
は
そ
の
翻
刻
文
字
に
違
い
が

生
じ
て
い
る
。
ま
ず
こ
の
点
を
解
明
し
て
お
き
た
い
。

-
A
朝
倉
家
系
図

空
海
(
広
景
)
|
無
極
乗
用
(
松
尾
コ
一
郎
)
|
紫

岩
和
尚
(
大
孝
寺
井
常
在
院
御
影
【
願
}
也
)

-
B
大
功
(
三
祖
氏
景
)

常
在
院
御
影
【
願
}
紫
岩
和
尚

{
】
内
は
『
朝
倉
氏
の
家

訓
』
の
翻
刻

A
の
原
文
を
付
図
4

唱
，4・

1

安

B
の
原
文
を
付
図
5

A
で
は
偏
の
第
一
角

田
に
点
が
あ
り
「
京
」

と
読
め
る
。
よ
っ
て

「
願
」
と
読
む
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
る
。

B
で
も
偏
の
第
一
角
自
に
点
が
あ
る
よ
う
に
も
見

え
る
が
、
行
人
偏
の
第
一
角
目
の
下
部
と
も
見
え
る
。

以
上
、
原
文
で
は
「
影
」
か
「
願
」
か
判
別
で
き
な

¥ρ 。
次
い
で
文
脈
か
ら
検
討
を
加
え
た
い
と
思
う
。
「
御

影
」
の
用
語
に
つ
い
て
は
「
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
」
は

「
影
堂
」
に
つ
い
て
「
一
寺
・
一
宗
の
開
祖
ま
た
は

一
家
の
祖
先
の
像
や
位
牌
を
祭
る
堂
。
御
影
堂
・
御

霊
屋
」
と
あ
る
。

ま
た
相
国
寺
の
塔
頭
の
頭
分
と
し
て
の
鹿
苑
院
は

足
利
義
満
の
御
影
堂
、
大
智
院
は
義
視
の
御
影
堂
、

常
徳
院
は
義
尚
の
御
影
堂
と
あ
り
、
御
影
堂
は
開
基

旦
那
の
御
影
を
安
置
礼
拝
す
る
堂
宇
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
室
町
期
の
五
山
派
寺
院
に

於
い
て
は
開
山
の
塔
所
と
重
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、

専
ら
将
軍
の
御
影
所
で
あ
り
、
決
し
て
開
山
の
御
影

堂
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

付図 4

前
出
で
は
「
常
在
院
開
基
義
演
和
尚
」
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
常
在
院
御
影
」
と
は
「
常
在

院
開
基
義
演
和
尚
」
と
同
義
で
あ
る
は
ず
で
あ
り
、

付図 5

「
紫
岩
和
尚
大
孝
寺
井
常
在
院
御
影
也
」
、
「
常
在

院
御
影
紫
岩
和
尚
」
と
読
む
こ
と
は
無
理
が
あ
る
。
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次
い
で
「
御
願
」
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

ジ
タ
ル
大
辞
泉
」
で
は
「
御
願
」
に
つ
い
て
「
貴
人

「
「
ア

の
祈
願
・
立
願
に
敬
意
を
こ
め
て
い
う
語
。
御
祈
願

「
御
願
寺
」
に
つ
い
て
は
「
天

皇
の
御
願
を
修
す
る
寺
の
意
で
、
{
巨
大
寺
に
対
し
、

皇
室
の
私
寺
と
し
て
営
ま
れ
た
。
ま
た
貴
族
や
僧
侶

-
御
立
願
」
と
あ
る
。

の
建
立
寺
を
奏
請
し
て
、
御
願
寺
と
し
た
場
合
も
あ

る
」
と
記
す
。

「
伝
記
」
に
は
、

願
所
定
む
」

足
利
尊
氏
「
御
立
願
御
寺
三
ケ
所
可
有
御
建
立
也
」

朝
倉
広
景
「
弘
祥
寺
を
建
立
せ
ん
と
願
を
立
つ
」

と
記
す
部
分
が
あ
る
。
そ
し
て
原
文
で
は
「
御
祈
願

所
」
・
「
御
立
願
」
・
「
願
を
立
つ
」
の
二
一
ヶ
所
は
行

書
体
つ
ま
り
楢
書
に
近
い
く
ず
し
で
書
か
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
「
御
願
」
は
草
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
前
掲
に
比
べ
、

A
と
B
は
そ
れ
ほ
ど
の
敬
意

を
払
っ
て
記
さ
れ
て
い
な
い
点
も
考
慮
す
る
必
要
が

「
弘
祥
寺
を
亀
山
法
皇
の
御
祈

あ
ろ
、
っ
。

ま
た
「
松
尾
息
ハ
大
孝
寺
井
常
在
院
之
開
山
也
。

此
レ
紫
願
和
尚
是
也
、
三
尾
野
建
立
大
孝
寺
、
請
紫

岩
為
開
山
」
と
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
開
山
と
記
し
な
が
ら
、

A
と
B
は
「
御

願
」
と
記
す
な
ど
一
貫
性
を
欠
い
て
い
る
が
、
「
御

願
」
は
「
開
山
」
の
意
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ。
な
お
妙
法
寺
、
永
徳
寺
の
例
を
み
て
も
草
創
開
基

は
無
視
さ
れ
、
再
興
後
の
中
興
が
「
開
山
」
と
称
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
前
出
の
通
り
「
常
在
院
開
基
義
演

和
尚
」
と
も
「
広
景
の
師
」
と
も
記
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
草
創
開
基
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
「
開
山
」

と
記
す
こ
と
に
樺
り
が
あ
っ
て
「
御
願
」
を
用
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

5 

お
わ
り
に

こ
の
稿
を
書
く
き
っ
か
け
は
、
懇
意
を
い
た
だ
い

て
い
る
熊
谷
忠
興
師
か
ら
の

1
本
の
メ
1
ル
で
あ
っ

た
。
「
伝
記
」
に
あ
る
「
常
在
院
開
基
義
演
和
尚
」

と
は
永
平
寺
第
四
世
義
演
和
尚
の
こ
と
で
は
な
い
か

と
。
筆
者
は
前
稿
を
記
し
た
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
朝

倉
氏
の
家
訓
』
『
越
前
朝
倉
氏
の
研
究
』
は
目
に
し

て
い
た
の
だ
が
、
「
伝
記
」
の
重
要
性
を
見
落
と
し

て
お
り
、
こ
の
メ

l
ル
で
喝
目
し
た
次
第
で
あ
る
。

翌
日
早
速
、
弘
祥
寺
・
大
孝
寺
跡
を
探
索
し
て
、

そ
の
山
上
に
山
林
寺
院
跡
を
見
出
し
、
永
平
寺
第
四

世
義
演
和
尚
の
常
在
院
跡
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

話
は
飛
ぶ
が
朝
倉
氏
全
盛
の
頃
、
月
舟
寿
圭
は
越

前
に
招
か
れ
、
実
に
多
く
の
著
述
物
を
残
し
て
お
い

て
く
れ
た
が
故
に
当
時
の
様
子
を
我
々
に
多
く
を
知

ら
し
め
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
郷
土
出
身
で
も

な
い
月
舟
が
こ
れ
だ
け
多
く
の
事
柄
を
知
り
得
た
の

か
。
恐
ら
く
月
舟
は
多
く
の
文
筆
僧
を
擁
し
て
参
考

文
献
を
収
集
し
て
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
、松

一「托"

告氏
巴は

の宗

室富
は玄

暫民
窟の
氏研
主究
F'~ ~ 

係の
の著
深述
いの
五中

山
禅
僧
で
は
な
い
か
と
。

ま
た
熊
谷
氏
は
「
建
概
記
」
を
著
し
た
建
捕
の
許

に
は
参
考
文
献
等
の
情
報
を
収
集
し
た
多
く
の
記
者

僧
を
抱
え
て
い
た
よ
う
で
、
「
建
概
記
」
は
小
説
と

み
る
べ
き
だ
と
。

と
も
に
卓
見
で
あ
り
、
著
者
に
意
義
深
い
示
唆
を

頂
い
た
。
ま
た
両
者
に
は
い
ろ
い
ろ
と
厚
誼
を
頂
戴

し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

2 

遺倉詞よ遍
跡氏品 骨子7

資 曇筆 31
2 在喜当
古記
+ ヒ弓 草
毒朝創
明倉期
型氏に
去のつ
昂家いτ 司11 て

b. し一-

FS 福若
~井越
平県郷

成主主
20 品以
年末7L

谷 53
朝|
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3 

「
壬
生
本
朝
倉
家
譜
」
『
越
前
朝
倉
氏
の
研
究
』

1
8

松
原
信
之
著
平
成
初
年

「
春
沢
録
」
『
一
乗
谷
の
宗
教
と
信
仰
』
(
第
叩
回
企
画

展
)
U
N
C

福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
平
成
日
年

「
越
前
若
狭
山
々
の
ル
l
ツ
』
上
杉
喜
寿
著

E
g

「
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
第
3
巻
』
川
崎
寛
正
二
年
十
月
コ
一

4 5 6 

日
ロ
忠

「
足
羽
郡
寺
下
村
絵
図
」
『
福
井
市
史

絵
画
・
地
図
編
』

7 

U
H
C白

「
殿
下
領
寺
下
村
絵
図
」
元
治
元
年
『
松
平
文
庫
』
福
井

県
立
図
書
館
蔵

「
天
祥
和
尚
録
」
『
五
山
文
学
新
集
別
巻
2
』
志
∞
印

「
天
祥
和
尚
録
」

z
g
E芯
に
は
玉
岡
と
の
交
流
を

物
語
る
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「
雲
巣
集
」
『
五
山
文
学
新
集
第
4
巻
』
吉
宮

「
一
温
徐
滴
」
『
五
山
文
学
新
集
第
4
巻』

B
g

「
東
海
一
極
集
」
『
五
山
文
学
全
集
第
2
巻』

Z
2

同
前
9

U芯叶

同
前
9
℃叶

2
1
N
2

な
お
「
雲
巣
集
」
の
作
者
に
つ
い
て
玉
村
氏
は
「
在
庵

普
在
弟
子
某
僧
」
と
不
祥
と
し
て
い
る
が
、
完
工
華
日
用

工
夫
略
集
』
辻
善
之
助
編

U
5に
は
「
祥
麟
普
岸
」
と

し
て
い
る
。
ま
た
『
新
纂
禅
籍
目
録
』
℃
尽
に
は
「
正
還

著
」
と
あ
る
。

し
か
る
に
『
日
本
禅
宗
史
論
集
』
下
之
一
に
は
再
考
し

て
「
祥
麟
普
岸
」

1
0を
挙
げ
、
再
々
考
し
て
「
南
渓
宗

8 9 10 13 12 11 

16 15 14 

建
」
も
∞
を
挙
げ
て
い
る
。

「
空
華
集
」
『
五
山
文
学
全
集

同
前
9
uお品

「
絶
海
録
」
『
絶
海
語
録

第
二
巻
』
空
白
。

二
』
梶
谷
宗
忍
訳
注

Z
H

ω出
{

)

同
前
7

「
東
山
歴
代
」
高
峰
東
唆
編
、
建
仁
寺
両
足
院
蔵
本
写
本
、

東
大
史
料
編
纂
所
蔵
本
複
写
本

な
お
当
資
料
に
は
「
荊
山
如
琳
」
の
項
も
あ
っ
て
、
当

稿
作
成
に
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。

参
考
ま
で
に
『
玉
村
竹
二
氏
旧
蔵
資
料
目
録
』
に
よ
れ

ば
「
禅
僧
史
料
集
成
稿
」
と
し
て
、
曹
洞
宗
宏
智
派
に

限
っ
た
禅
僧
七
十
五
名
の
草
稿
の
存
在
を
載
せ
て
い
る
。

越
前
中
世
の
研
究
に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
司
ω
也
N
U
ω

呂

さ
ら
に
『
新
纂
禅
籍
目
録
』

2
8
に
よ
れ
ば
「
扶
桑
禅

林
書
目
」
と
「
合
類
書
籍
目
録
大
全
」
を
ひ
い
て
「
別

源
和
尚
語
録
」
の
存
在
を
記
し
て
い
る
。
付
記
し
て
お

ノ
¥
。「

骸
室
漫
稿
」
『
五
山
文
学
全
集

「
東
海
一
一
組
集
」
『
五
山
文
学
全
集

同
前

B
N叶

「
月
舟
和
尚
語
録
」
『
続
群
書
類
従
第
日
輯
』
芯
怠

「
心
田
播
禅
師
疏
」
「
五
山
文
学
新
集
別
巻
l
』

B
g

「
幻
雲
稿
」
『
続
群
書
類
従
第
日
韓
文
筆
部
消
息

部』

1
8

「
幻
雲
文
集
」
『
続
群
書
類
従

18 17 19 24 23 22 21 20 25 

第

3
巻』

U
N
S印

第
2
巻
』
円
)
∞
芯

第
日
輯
』

Z
S

同コ

27 26 

「
翠
竹
真
如
集
二
」
『
五
山
文
学
新
集
第
5
巻
』
志
勾

「
曹
洞
宗
伽
藍
建
築
の
研
究
1
」
注

n
E∞
横
山
秀
哉

著「
東
北
大
学
建
築
学
科
建
築
学
報
第
3
号
』
忌
日
目
・

8

「
道
元
禅
師
の
伽
藍
観
に
つ
い
て
|
大
仏
寺
跡
考
」
横
山

秀
哉
著
巴
印
『
宗
学
研
究
第
初
号
』
包
認
年

『
中
世
禅
宗
史
の
研
究
』
今
枝
愛
真
著

1
8
注
ω∞

同
前
注
ぬ

同
前

Z
8
注

m

『
禅
宗
地
方
展
開
史
の
研
究
』
広
瀬
良
弘
著
も
由

同
前

1
8

「
東
山
塔
頭
略
伝
」
高
峰
東
唆
編
、
建
仁
寺
両
足
院
蔵
本

写
本
、
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
本
複
写
本

『
日
本
禅
宗
史
論
集
』
下
之
こ
に
は
「
大
鑑
派
と
一
山
派

の
盟
約
」
足
む
の
論
考
が
あ
る
。

同
前
お
「
興
雲
庵
」

前
掲
1
に
同
じ

「
{
玉
慶
由
緒
記
の
成
立
と
そ
の
背
景
」
熊
谷
忠
興
著
E

H

N

『
禅
と
地
域
社
会
』
広
瀬
良
弘
編

N
C
S
年

「
建
網
と
建
繍
の
関
係
」
ロ
誌
熊
谷
忠
興
著

『
宗
学
研
究
第
四
十
九
号
』

N
C
C
叶年

同
前
回
)
活
『
宗
学
研
究
第
五
十
号
』

N
C
C
∞年

同
前
予
稿
『
宗
学
研
究
第
五
十
一
号
』

N
O
S
年

熊
谷
忠
興
師
の
口
頭
で
の
教
示
に
よ
る
。
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